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衛

　

生

」

に

つ

い

て

は
じ
め
に

本
稿
は
町
村
事
務
報
告
に
お
け
る

「衛
生
」
、
特
に
衛
生
事
務
の
中
心
で
あ
る

伝
染
病
に
関
す
る
事
務
に
焦
点
を
あ
て
、
「伝
染
病
予
防
法
」
（以
下
単
に
予
防

法
と
す
る
）
が
制
定
さ
れ
た
当
時
に
遡
り
、
同
法
が
町
村
ま
で
下
降
し
て
、
ど

の
よ
う
な
問
題
を
生
起
し
た
か
を
検
討
し
、
町
村
事
務
に
お
け
る
衛
生
の
意
義

を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
予
防
法
が
県
レ
ベ
ル
ヘ
下
降
し
、
展

開
し
た
事
例
を
、
神
奈
川
県
で
は
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
の
で
、
埼
玉
県
で
検

討
す
る
。
ま
た
、
町
村
に
下
降
し
た
と
き
起
き
た
問
題
で
は
高
座
郡
大
和
村
の

事
例
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
考
察
の
前
提
と
し
て
こ
れ
ら
町
村
事
務
各
課
目
の
前
提
と
な

る
町
村
事
務
報
告
そ
れ
自
体
の
該
期
の
法
的
根
拠
を
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。　
一
九

一
一
年

（明
治
四
四
）
の
改
正

「町
村
制
」

一
一

三
条
第
二
項
は

「予
算
表
ヲ
町
村
会

二
提
出
ス
ル
ト
キ

ハ
町
村
長

ハ
併
セ
テ
其

町
村
事
務
報
告
書
及
財
産
明
細
表
ヲ
提
出
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ

が
事
務
報
告
書
の
法
的
根
拠
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
勿
論
こ
の
規
定
は

一
八

八
八
年

（明
治
二

一
）
四
月
の

「市
制
町
村
制
」
の

「町
村
制
」
第

一
〇
八
条

第
二
項
と
同
文
で
あ
る
。
事
務
報
告
の
各
項
目
は
県
レ
ベ
ル
で
準
則
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
埼
玉
県
で
は
、　
一
八
九
二
年

（明
治
二
六
）
二
月
に
県
訓
令
第
二

二
五
号

「町
村
役
場
庶
務
規
程
準
則
」
を
定
め
、
こ
の
準
則
に
基
づ
き
各
町
村

は
庶
務
規
程
を
定
め
、
郡
長
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
を
命
じ
た
Ｔ
）。
入
間
郡
越

生
町
で
は
同
年
五
月
に

「越
生
町
役
場
庶
務
規
程
」
を
定
め
て
い
る
（２
）。
事
務

事
項
は
県
の
準
則
と
同
じ
で
あ
り
、
議
事
、
庶
務
、
勧
業
、
土
木
、
地
税
、
学

務
、
衛
生
、
兵
事
、
戸
籍
、
税
務
、
会
計
の
各
項
と
な

っ
て
い
る
。
埼
玉
県
で

は
同
年
二
月
に
県
令
二
三
二
号

「町
村
事
務
報
告
例
」
を
定
め
た
。
こ
の
報
告

内

田

修

道

例
で
は
、
郡
長
を
経
て
知
事
に
報
告
す
べ
き
事
項
と
郡
長
に
報
告
す
べ
き
事
項

と
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
事
務
報
告
書
は
郡
長
に
報
告
す
べ
き
事
項
と
な
っ
い

る
。
従
っ
て
通
例
の
場
合
県
庁
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ

の
報
告
例
は

一
九
〇
二
年

（明
治
二
五
）
二
月
に
改
正
さ
れ
た
が
、
事
務
報
告

書
に
関
す
る
規
程
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

一　
事
務
報
告

「衛
生
」
と
根
拠
法
令

・
伝
染
病
予
防
法

『藤
沢
市
事
務
報
告
書
②
　
大
正
編
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
藤
沢
町
や
川
口

村
の
事
務
報
告

「衛
生
」
の
記
述
事
項
を
列
挙
す
る
と
、
①
伝
染
病
予
防
法
に

規
定
さ
れ
た
病
名
別
に
患
者
数
、
そ
の
内
全
治
者
数
と
死
亡
者
数

（川
口
村
の

場
合
は
氏
名
年
齢
性
別
）、
そ
れ
へ
の
対
応
、
②
種
痘
人
員
、
③
ト
ラ
ホ
ー
ム
患

者
数
、
④
埋
葬
認
可
証
交
付
の
死
亡
者
数
、
⑤
当
該
町
村
で
救
護
を
受
け
た
行

旅
病
者
及
び
死
亡
者
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

⑤
の
根
拠
法
令
は
、　
一
八
九
九
年

（明
治
三
二
年
）
二
月
二
八
日
公
布
の
法

律
第
九
二
号

「行
旅
人
及
行
旅
死
亡
者
取
扱
法
」
で
あ
る
。
第
二
条
で

「行
旅

病
人

ハ
其
ノ
所
在
地
市
町
村
長
之
ヲ
救
護
巣
ス
ヘ
シ
」
と
、
ま
た
、
第
七
条
で

「行
旅
死
亡
人
ア
ル
ト
キ

ハ
其
ノ
所
在
地
市
町
村
長

ハ
其
ノ
…
…
本
人
ノ
認
識

二
必
要
ナ
ル
事
項
ヲ
記
録
シ
其
ノ
屍
体
ヲ
仮
土
葬
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
し
て
お
り
、

市
町
村
の
必
須
事
務
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
④
の
根
拠
法
令
は

一
八
八

四
年

（明
治

一
七
）

一
〇
月
四
日
公
布
の
大
政
官
布
達
第
二
五
号

「墓
地
及
埋

葬
取
締
規
則
」
で
あ
る
。
⑤
の
根
拠
法
令
は
法
律
と
し
て
は

一
九

一
九
年

（大

正
八
）
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
法
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
埼
玉
県

の
例
で
は

一
九
〇
八
年

（明
治
四

一
）

一
月
に
は
村

へ
の
予
防
費
補
助
を
定
め

た
り
、　
一
九

一
二
年

（明
治
四
五
）
に
は
ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
医
設
置
規
程
を
定
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め
て
お
り
、
府
県
レ
ベ
ル
で
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
対
応
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
省
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
た
の
か
、

厚
生
省
医
務
局
編

『医
制
百
年
史
』
で
は
不
明
で
あ
り
、
今
後
を
期
し
た
い
。

②
の
根
拠
法
令
は

一
九
〇
九
年
四
月

一
四
日
公
布
の
法
律
第
二
五
号
「種
痘
法
」

で
あ
る
。
第
五
条
で

「市
町
村

ハ
種
痘
ヲ
施
行
ス
ヘ
シ
」
と
規
定
し
、
同
法
が

町
村
の
必
須
事
務
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
法
に
は
経
費

に
関
す
る
規
程
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
や
は
り
具
体
的
に
町
村
・
県
・

国
の
支
出
が
ど
う
な

っ
て
い
た
の
か
。
法
令
と
共
に
今
後
を
期
し
た
い
。

①
の
根
拠
法
令
で
あ
る

「伝
染
病
予
防
法
」
は
伝
染
病
の
発
生
現
場

一
家

・

町
村

一
を
対
象
と
す
る
が
故
に
、
第

一
義
的
に
町
村
を
規
定
す
る
法
律
で
あ
る
。

全
二
十
条
か
ら
な
る
こ
の
法
律
は

一
八
九
七
年

（明
治
二
十
）
四
月
に
交
付
さ

れ
、
そ
の
後

一
九
〇
六
年

（明
治
三
八
）
、　
一
九

一
九
年

（大
正
八
）
に
改
正
さ

れ
た
。
ま
ず
、
同
法
の
概
要
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

伝
染
病
が
流
行
も
し
く
は
そ
の
虞
が
あ
る
と
き
、
町
村
長
は
伝
染
病
予
防
委

員
を
設
置
し

（予
防
委
員
に
は
必
ず
医
師
を
加
え
る
こ
と
）
検
疫
予
防
に
従
事

せ
じ
め
る
こ
と

（第
十
五
条
）
（３
）、
町
村
内
の
清
潔
方
法

・
消
毒
方
法
を
施
行

し
、
医
師
そ
の
他
予
防
上
必
要
な
人
員
の
雇
用
、
器
具
、
薬
品
そ
の
他
の
物
件

を
設
置
す
る
こ
と

（第
十
六
条
）
（４
）、
伝
染
病
院

・
隔
離
病
舎

・
隔
離
所
又
は

消
毒
所

（こ
れ
ら
の
設
備

・
管
理
の
方
法
は
地
方
長
官
が
定
め
る
）
を
設
置
す

る
こ
と

（第
十
七
条
）
を
義
務
付
け
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
総
て

「地
方
長
官

ノ
指
示
」
に
従

っ
て
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
法
律
は

地
方
長
官
に
総
て
の
権
限
が
集
中
さ
れ
て
い
る
。
地
方
長
官
は
伝
染
病
も
し
く

は
そ
の
流
行
の
虞
が
あ
る
場
合
、
検
疫
委
員
を
設
置
し
た
。
こ
の
検
疫
委
員
は

特
に

「船
舶
汽
車
、
電
車
ノ
検
疫
」
を
主
た
る
任
と
し
た

（第

一
八
条
）。

地
方
長
官
が
伝
染
病
予
防
上
必
要
と
認
め
、
執
行
す
る
こ
と
の
で
き
る
事
項

は

（第

一
九
条
）
（５
）

（１
）
伝
染
病
患
者
の
有
無
を
検
診
す
る
こ
と

（健
康
診
断
又
は
死
体
検
案
）
、

（２
）
市
街
村
落
の
全
部
ま
た
は

一
部
の
交
通
の
遮
断

（又
は
人
民
の
隔
離
）、

（３
）
祭
礼
、
供
養
、
興
行
、
集
会
等
の
た
め
群
集
す
る
こ
と
の
制
限
、
あ
る

い
は
禁
止
、

（４
）
古
着
、
檻
複
、
古
綿
等
病
毒
伝
播
の
虞
あ
る
物
件
の
廃
棄
等
の
処
分
、

（５
）
伝
染
病
毒
伝
播
の
媒
介
と
な
る
飲
食
物
の
販
売
、
授
受
の
禁
止
、
廃
棄

な
ど
の
処
分
、

（６
）
船
舶
に
医
師
の
雇
入
を
命
じ
、
又
は
汽
車
、
船
舶
製
造
所
な
ど
多
人
数

集
合
す
る
場
所
に
予
防
上
必
要
な
設
備
の
設
置
を
さ
せ
る
こ
と
、

（７
）
清
潔
方
法

・
消
毒
方
法
の
施
行
を
命
じ
、
井
戸

・
上
水

・
下
水

・
溝
渠

・

芥
溜

・
厠
固
等
の
新
設
、
改
築
、
変
更
若
し
く
は
廃
止
の
命
令
、
又
は

使
用
の
停
止
す
る
こ
と
、

等
と
な

っ
て
い
る
。

検
疫
予
防
の
実
施
に
か
か
る
経
費
の
町
村
負
担
が
明
確
に
第
二

一
条
で
規
定

し
て
い
る
。

（
１
）
予
防
委
員

に
関
す
る
諸
費

（２
）
市
町
村
に
お
い
て
施
行
す
る
清
潔
方
法
、
消
毒
方
法
、
種
痘
に
関
す
る

諸
費

（３
）
予
防
救
療
の
た
め
雇
用
し
た
医
師
そ
の
他
の
人
員

・
器
具

・
薬
品
等
に

関
す
る
諸
費

（４
）
伝
染
病
院

・
隔
離
病
舎

・
隔
離
所
及
び
消
毒
所
に
関
す
る
諸
費

（５
）
予
防
救
治
従
事
者
へ
の
手
当
、
治
療
費
、
及
び
遺
族
に
給
す
べ
き
救
助

料

・
弔
祭
料

（６
）
第
八
条
（６
）に
よ
る
交
通
遮
断
隔
離
に
関
す
る
諸
費
、
及
び
、
交
通
遮
断

隔
離
の
た
め

一
時
営
業
を
失
い
自
活
で
き
な
く
な

っ
た
者

へ
の
生
活
費

（７
）
市
町
村
に
於
て
発
見
し
た
伝
染
病
貧
民
患
者

・
死
者
に
関
す
る
諸
費

（８
）
市
町
村
に
お
い
て
執
行
す
る
鼠
族

・
昆
虫
な
ど
の
駆
除
と
そ
の
施
設
に

関
す
る
諸
費

（９
）
地
方
長
官
の
命

（第

一
九
条
）
で
家
用
水
を
停
止
際
の
家
用
水
の
供
給

費

（１０
）
十
九
条
の
二
に
よ
り
交
付
す
べ
き
手
当
金

（Ｈ
）
そ
の
他
市
町
村
に
お
い
て
執
行
す
る
予
防
事
務
に
関
す
る
経
費

大
部
分
は
発
生
し
た
町
村
の
負
担
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
市
町
村
で
は
ま
か
な

い
き
れ
な
い
状
況
を
想
定
し
て
府
県
及
び
国
は

一
応
町
村
の
負
担
に
対
し
て
補
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助
す
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
た

（第
二
十
二
条
）
（第
二
十
四
条
）
（第
二
十
五

条
）。
ま
た
、
第
二
十
三
条
で
地
方
長
官
は
衛
生
組
合
を
設
け
、
清
潔
方
法
そ
の
他

伝
染
病
予
防
救
治
に
関
す
る
規
約
を
定
め
さ
せ
、
そ
れ
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
規
定
し
、
そ
の
第
二
項
で

「市
町
村

ハ
其
ノ
市
町
村
内
ノ
衛
生
組
合

二
於
テ
伝
染
病
予
防
救
治
ノ
為
支
出
ス
ル
費
用
ノ
全
部
又

ハ
一
部
ヲ
補
助
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
」
と
き
て
い
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
条
文
が
町
村
内
部
に
不

協
和
音
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
　
埼
玉
県
に
お
け
る
伝
染
病
予
防
法
関
係
法
規
と
そ
の
施
行
上
の
問
題

こ
の
伝
染
病
予
防
法
が
県
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
か
。

埼
玉
県
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
主
な
関
連
法
規
は
以
下
の
よ
う
に
公
布
施
行

さ
れ
た

（↓
印
先
は
根
拠
法
令
）。

一
八
九
七
年

（明
治
三
〇
）

六
月
二
〇
日
　
県
令
第
二
五
号
　
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則

県
令
第
二
六
号
　
衛
生
組
合
規
則

↓
伝
染
病
予
防
法
第
二
三
条

七
月
二
三
日
　
県
令
第
四
〇
号
　
検
疫
委
員
職
務
章
程

↓
予
防
法
第

一
八
条

・
内
務
省
令
第

一
五
号
検
疫
委
員

設
置
規
則
第
八
条

二
七
日
　
県
令
第
四

一
号
　
予
防
委
員
設
置
規
程

↓
予
防
法
第

一
五
条

九
月
二
四
日
　
県
令
四
七
号
　
県
税
ヨ
リ
町
村
伝
染
病
予
防
費

二
対
ス
ル

補
助
二
関
ス
ル
規
程

↓
予
防
法
第
二
四
条

・
内
務
省
令
第

一
八
号

県
令
第
四
八
号
　
伝
染
病
院
及
隔
離
病
合
設
備
規
程

↓
同
法

一
七
条

一
八
九
八
年

（明
治
三

一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（７
）

七
月
　
五
日
　
県
令
第
二
八
号
　
伝
染
病
及
隔
離
病
舎
設
備
並
管
理
方
法

一
八
九
九
年

（明
治
三
二
）

四
月
　
八
日
　
県
令
第
二
七
号
　
町
村
伝
染
病
予
防
費
補
助
規
程

↓
予
防
法
第
二
四
条

一
九
〇
二
年

（明
治
三
五
）

九
月

一
六
日
　
県
令
第
五
六
号
　
町
村
伝
染
病
予
防
費
補
助
規
則

二
三
日
　
訓
令
第
七
〇
号
　
町
村
伝
染
病
予
防
費
補
助
規
則
施
行
細

↓
予
防
法
第
二

一
条
、
第
二
三
条
第
二

施
行
細
則
と
同
時
に
衛
生
組
合
規
則
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
興
味
深

い
。
伝
染
病
予
防
法
の
最
初
の
具
体
化
が
町
村
民
の
組
織
化
で
あ

っ
た
。
埼
玉

県
が
町
村
に
衛
生
組
合
設
置
を
奨
励
し
始
め
た
の
は

一
八
七
九
年
（明
治

一
三
）

に
さ
か
の
ぼ
る
（８
）。
こ
の
前
年

一
二
月
政
府
は
府
県
衛
生
事
務
条
項
・
町
村
衛

生
事
務
条
項

・
地
方
衛
生
会
規
則
を
公
布
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
埼
玉
県
は

一

月
に
県
庁
に
衛
生
課
を
設
置
す
る
と
共
に

「町
村
衛
生
委
員
設
置
方
法
」
を
公

布
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
町
村
に
戸
数
に
応
じ
て
衛
生
委
員
を
公
選
さ
せ
た
。

ま
た
、
七
月
に
は
県
令
の
補
佐
機
関
と
し
て
地
方
衛
生
会
を
設
置
し
た
。
そ
の

後

一
八
八
三
年

（明
治

一
六
）
「町
村
衛
生
会
規
則
」
を
公
布
し
た
。
町
村
会
で

選
挙
さ
れ
た
衛
生
委
員

・
町
村
会
議
員

・
開
業
医
に
よ
っ
て
衛
生
会
を
組
織
さ

せ
た
。
さ
ら
に

一
八
八
六
年

（明
治

一
九
）

一
二
月
に

「町
村
衛
生
組
合
規
則
」

を
公
布
し
、
五
戸
以
上
三
〇
戸
以
内
で
衛
生
組
合
を
組
織
さ
せ
、
積
極
的
な
組

織
化
を
計

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
前
史
の
上
で
該
回
の
衛
生
組
合
規
則
の
公
布
と

な

っ
た
の
で
あ
る
。
第

一
条
に
、

清
潔
方
法
消
毒
方
法
其
他
伝
染
病
予
防
二
関
シ
協
同
施
行
ス
ル
為
メ
町
村

内
ヲ
区
劃
シ
テ
衛
生
組
合
ヲ
設
ク
ヘ
シ

衛
生
組
合
ノ
区
域

ハ
町
村
内
ノ
区
若
ク

ハ
大
小
字
ノ
区
域
二
依
り
町
村
長

之
ヲ
指
定
ス

と
規
定
し
た
。
衛
生
組
合
の
組
織
単
位
が
戸
数
標
準
で
は
な
く
、
居
住
地
域
の

ま
と
ま
り
と
な

っ
て
お
り
、
よ
り
実
態
的
把
握
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
も

「設

ク

ヘ
シ
」
と
義
務
と
受
け
取
れ
る
強
い
表
現
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
衛
生
組
合
の
性
格
が
、
伝
染
病
予
防
法
関
連
の
財
政
支
出
と
関
連
し
て
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大
き
な
問
題
と
な

っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
を

『埼
玉
衛
生
会
雑
誌
』
（９
）

次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

町
村
伝
染
病
院
又
は
隔
離
病
合
に
関
す
る
諸
費
、
及
び
其
他
町
村
に
於
て

施
行
す
る
予
防
費
は
、
伝
染
病
予
防
法
第
二
十

一
条
に
依
り
、
全
然
町
村

の
負
担
た
る
こ
と
明
白
に
し
て
、　
一
点
疑
を
存
せ
ず
と
雖
ど
も
、
町
村
に

於
て
は
兎
角
従
来
の
慣
習
を
脱
す
る
能
は
ず
、
今
尚
伝
染
病
予
防
費
は
先

づ
患
家
を
し
て
之
を
負
担
せ
じ
め
、
而
し
て
若
し
患
家
に
し
て
其
費
用
を

支
弁
す
る
の
資
力
な
き
者
あ
る
と
き
は
、
大
字
若
く
は
衛
生
組
合
を
し
て

負
担
せ
し
む
る
の
例
に
し
て
、
予
防
消
毒
の
施
行
為
め
に
充
分
な
る
能
は

ず
し
て
、
遂
に
病
毒
の
伝
播
を
来
す
も
の
少
か
ら
ざ
る
は
歎
息
の
至
に
堪

へ
ず
、
元
来
伝
染
病
の
予
防
消
毒
は
患
者
其
者
の
為
め
之
を
施
行
す
る
に

非
ず
し
て
、
他
の
健
康
者
の
為
め
病
毒
の
伝
染
を
予
防
す
る
も
の
に
し
て
、

彼
の
隔
離
病
合
に
収
容
せ
ら
る
る
さ
へ
、
患
者
の
身
に
取
り
実
に
迷
惑
千

万
な
る
に
掲
て
加

へ
て
其
費
用
を
も
負
担
せ
し
む
る
と
は
不
当
至
極
に
し

て
、
又
衛
生
組
合
は
公
共
団
体
に
あ
ら
ず
、
法
律
上
個
人
の
義
務
に
属
す

る
予
防
方
法
、
即
ち
各
人

一
家
の
清
潔
方
法
消
毒
方
法
等
を
共
同
施
行
す

る
が
為
め
便
宜
規
約
を
結
び
履
行
す
る
も
の
に
し
て
、
町
村
の
義
務
に
属

す
る
伝
染
病
予
防
費
の
如
き
は
、
衛
生
組
合
に
於
て
負
担
す
べ
き
も
の
に

あ
ら
ざ
る
を
以
て
、
隔
離
病
合
に
関
す
る
費
用
等
を
患
家
若
く
は
衛
生
組

合
を
し
て
負
担
せ
し
む
る
が
如
き
は
不
当
の
措
置
に
し
て
、
町
村
吏
員
た

る
も
の
其
責
任
を
免
る
る
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
町
村
予
防
費
の
支
出

に
対
し
て
法
律
上
県
税
よ
り
半
額
以
上
の
補
助
を
受
く
る
こ
と
を
得
べ
き

も
の
な
り
と
雖
ど
も
、
若
し
も
患
家
若
く
は
衛
生
組
合
等
の
負
担
に
帰
せ

じ
め
ん
か
、
法
律
上
当
然
受
く
べ
き
補
助
を
も
受
く
る
能
は
ず
し
て
、
町

村
人
民
は
非
常
の
損
失
を
被
む
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
次
第
な
れ
ば
、
荀
も
町

村
吏
員
た
る
も
の
斯
の
如
き
の
措
置
あ
ら
ん
に
は
、
人
民
に
対
し
不
親
切

の
至
な
る
を
以
て
、
法
律
上
町
村
に
於
て
負
担
す
べ
き
費
用
は
速
に
之
を

支
弁
し
、　
一
日
も
早
く
撲
滅
の
効
を
奏
し
、
町
村
人
民
の
健
全
利
益
を
謀

ら
ん
こ
と
敢
て
祈
望
に
堪
へ
ざ
る
な
り

こ
の
史
料
で
注
目
す
べ
き
点
は
三
点
あ
る
。
第

一
は

「元
来
伝
染
病
の
予
防

消
毒
は
患
者
其
者
の
為
め
之
を
施
行
す
る
に
非
ず
し
て
、
他
の
健
康
者
の
為
め

病
毒
の
伝
染
を
予
防
す
る
も
の
」
と
し
て
予
防
法
の
公
的
性
格
を
位
置
づ
け
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
衛
生
組
合
を
公
共
団
体
で
な
い
、
法
律
上
個
人
の

義
務
に
属
す
る
予
防
方
法
を
履
行
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
第
二
に
予
防
法
の
趣
旨
を
誤

っ
て
い
る
町
村
吏
員
が
い
る
と
い
う
こ
と
、

そ
の
た
め
に
法
と
し
て
の
強
制
力
が
末
端
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

う
し
た
点
を
踏
ま
え
た
知
事
の
訓
令
が
各
郡
長
に
発
せ
ら
れ
た
。

町
村
は
伝
染
病
予
防
法
第
十
六
条
及
第
十
七
条
に
依
り
町
村
内
の
清
潔
方

法
を
施
行
し
、
伝
染
病
院
又
は
隔
離
病
舎
を
設
置
し
、
医
師
其
他
必
要
な

る
人
員
を
雇
入
れ
、
及
器
具
薬
品
等
を
設
備
す
る
の
義
務
を
有
し
、
之
に

伴
ふ
費
用
即
ち
同
法
第
十

一
条
に
掲
く
る
諸
費

ハ
総
て
町
村
に
於
て
負
担

す
べ
き
も
の
に
有
之
候
処
、
往
々
隔
離
病
合
の
設
置
及
び
医
師
看
護
婦
並

に
人
夫
の
雇
入
れ
、
其
他
器
具
等
の
設
備
を
挙
て
大
字
若
く
は
衛
生
組
合

に
委
付
し
、
之
に
関
す
る
費
用
も
亦
大
字
若
く
は
衛
生
組
合
の
負
担
に
帰

せ
し
む
る
も
の
砂
か
ら
ず
、
抑
衛
生
組
合
は
私
法
上
の
団
体
に
し
て
衛
生

行
政
の
機
関
に
あ
ら
ず
、
隣
保
相
援
く
る
の
旧
慣
に
基
き
法
律
上
私
人
の

義
務
に
属
す
る
予
防
法
、
仮
令

へ
ば
各
自

一
家
の
清
潔
方
法
消
毒
方
法
等

を
共
同
施
行
す
る
に
止
り
、
隔
離
病
合
の
設
置
及
医
師
看
護
婦
其
他
器
具

薬
品
等
に
関
す
る
費
用
は
伝
染
病
予
防
法
第
二
十

一
条
に
依
り
、
全
然
町

村
に
於
て
之
を
負
担
す
べ
き
も
の
に
付
、
本
年
県
令
第
二
十
八
号
伝
染
病

院
及
隔
離
病
舎
設
置
並
管
理
方
法
第
二
十
五
条
に
依
り
、
寺
院
民
家
其
他

の
建
物
を
以
て
隔
離
病
合
に
充
つ
る
場
合
と
雖
と
も
、
総
て
町
村
会
の
議

決
を
経
て
施
行
せ
し
む
べ
し
、
若
し
其
支
出
を
承
認
せ
ざ
る
も
の
あ
る
と

き
は
、
町
村
制
第
百
二
十
二
条
に
依
り
処
分
せ
ら
る
べ
し
（１０
）

こ
こ
で
は
衛
生
組
合
を

「私
法
上
の
団
体
に
し
て
衛
生
行
政
の
機
関
に
あ
ら

ず
」
と
明
確
に
位
置
づ
け
、
予
防
法
に
規
定
す
る
支
出
を
町
村
会
が
拒
否
す
る

場
合
は
、
町
村
制

一
三
二
条
―
町
村
又
ハ
其
組
合
二
於
テ
法
律
勅
令
二
依
テ
負

担
シ
又

ハ
当
該
官
庁
ノ
職
権

二
依
テ
命
令
ス
ル
所
ノ
支
出
ヲ
定
額
予
算
二
載
セ

ス
又

ハ
臨
時
之
ヲ
承
認
セ
ス
又

ハ
実
行
セ
サ
ル
ト
キ

ハ
郡
長

ハ
理
由
ヲ
明
示
シ

テ
其
支
出
額
ヲ
定
額
予
算
表
二
加

へ
又

ハ
臨
時
支
出
セ
シ
ム
可
シ
ー
の
執
行
を
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命
じ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
法
の
執
行
が
町
村
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
も
た

ら
し
た
か
。

三
　
伝
染
病
予
防
法
の
施
行
と
町
村

―
神
奈
川
県
高
座
郡
大
和
村
―

大
和
村
を
構
成
す
る
下
鶴
間
と
深
見

・
下
草
柳

ｏ
上
草
柳
と
は
町
村
制
施
行

以
来
、
負
担
問
題
を
め
ぐ

っ
て
対
立
し
て
き
た
。

高
座
郡
大
和
村

ハ
昔
時
深
見

・
上
草
柳

・
下
草
柳

・
下
鶴
間
ノ
四
ヶ
村
ニ

分
ル
、
明
治
廿
二
年
町
村
制
実
施

二
際
シ
、
之
ヲ
合
シ
テ

一
村
ト
ナ
シ
鶴

見
村
卜
称
ス
、
此
内
下
鶴
間

ハ
戸
数
弐
百
九
拾
戸
、
地
価
五
万
余
円
ヲ
有

シ
、
深
見

・
上
草
柳

・
下
草
柳
ノ
ニ
部
落

ハ
戸
数
弐
百
八
拾
九
戸
、
地
価

九
万
余
円
ヲ
有
ス
、
従
テ
村
費

ハ
下
鶴
間
ノ
ニ
倍
ナ
リ
、
而
シ
テ
其
利
益

ハ
却
テ
下
鶴
間
ノ
為
メ
奎
断
セ
ラ
ル
（Ｈ
）

下
鶴
間
へ
の
不
満
は
分
村
運
動

へ
と
発
展
し
た
が
、
県
が
仲
裁
に
入
り
、
村

名
を
大
和
村
に
変
更
、
役
場
位
置
の
変
更
、
下
鶴
間
と
二
部
落
と
議
員
数
を
同

数
に
す
る
こ
と
な
ど
で
和
解
し
、
紛
争
は

一
旦
収
束
し
た
。
と
こ
ろ
が
伝
染
病

予
防
法
が
交
付
さ
れ
た
翌
年
、
同
地
域
で
赤
痢
が
流
行
し
、
そ
の
負
担
を
め
ぐ

っ
て
再
び
紛
争
が
激
化
し
た
の
で
あ
る
。
同
村
で
は
伝
染
病
予
防
法
が
施
行
さ

れ
た
五
月
に
村
会
に
お
い
て
隔
離
病
合
の
設
置
を
協
議
す
る
が
、
財
政
難
で
延

期
を
決
議
し
て
い
た
。
そ
の
間
の
事
情
を
深
見
ら
二
部
落
派
の

「陳
情
書
」
を

検
討
し
な
が
ら
、
極
端
な
財
政
難
と
い
う
事
情
の
も
と
で
、
新
た
に
成
立
し
た

法
を
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ

大
字
ヲ
以
テ
経
済
区
ト
ナ
シ
、
所
謂
衛
生

一
組
合

ニ
テ
収
支
ス
ベ
キ
ヲ
当

然
ト
ス
ト
判
然
二
部
落
民
二
対
シ
説
明
セ
ラ
レ
タ
リ
ニ
ョ
リ
、
我
々
部
落

民

ハ
深
ク
信
シ
テ
疑

ハ
サ
ル
処
（１２
）

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
汲
田
検
疫
郡
書
記
と
大
和
村
助
役
二
見
斉
次
が
「
一

切
ノ
経
費

ハ
総
テ
村
内
各
大
字
ヲ
以
テ
経
済
区
ト
ナ
シ
、
所
謂
衛
生

一
組
合
ニ

テ
収
支
ス
ベ
キ
ヲ
当
然
ト
ス
」
と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
町

村
吏
だ
け
で
な
く
郡
書
記
ま
で
法
よ
り
も

「徳
義
」
を
優
先
し
て
い
る
の
で
あ

る
。と
こ
ろ
で
、
こ
の
直
後
に
赤
痢
が
流
行
し
、
そ
の
対
策
費
を
め
ぐ
っ
て
再
び

対
立
が
激
化
し
て
ゆ
く
。　
一
八
九
八
年

（明
治
三

一
）
七
月
、
下
鶴
間
出
身
の

村
長
峰
須
賀
又
次
郎
は
臨
時
村
会
に
提
出
し
た
議
案
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
。
（１３
）

一　

明
治
三
〇
年
法
律
第
二
十
六
号
伝
染
病
予
防
法
第
二
十

一
条
ノ
諸
費

ハ
、
法
律

二
依
り
全
村
ノ
負
担
ト
ス
、
シ
予
算

ハ
別
議
案
ヲ
以
テ
定
ム

ル
モ
ノ
ト
ス

一　

伝
染
病
予
防
法
施
行
規
則

ニ
ョ
リ
、
食
費

・
薬
価

ハ
患
者
ヨ
リ
徴
収

ス
ル
コ
ト
、

一　

臨
時
雇
入
レ
医
師
弐
名
ヲ
置
キ
、
収
容
患
者

二
従
事
セ
シ
ム
ル
モ
ノ

ト
ス

大
和
村
長
蜂
須
賀
ら
下
鶴
間
派
の
議
員
は
、
深
見
ら
二
部
落
議
員
の
欠
席
の

ま
ま
、
こ
の
財
源
と
し
て
三
二
〇
〇
円
の
村
債
で
充
当
す
る
こ
と
を
議
決
す
る
。

し
か
し
、
翌
年
四
月
両
派
を
調
停
す
る
も
の
が
あ
り
、　
一
旦
村
債

一
七

一
五
円

余
と
し
て
平
等
戸
別
割
と

一
部
寄
附
金
で
ま
か
な
う
こ
と
に
調
和
が
成
立
す
る

か
に
見
え
た
。
こ
れ
に
不
満
の
下
鶴
間
派
は
村
長
以
下
辞
職
し
、
高
座
郡
書
記

高
橋
徹
に
よ
る
村
長
職
務
管
掌
と
い
う
事
態
に
な

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

一
連
の
過
程
で
明
ら
か
に
こ
と
は
、
深
見
ら
二
部
落
は
予

防
法
を
下
鶴
間
に
利
益
も
た
ら
す
も
の
と
受
取

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
受
取
方
を
す
る
の
は
経
済
力
の
上
で
あ
る
下
鶴
間
に
赤
痢
病
患
者
が
多

数
発
生
し
、
そ
の
負
担
を
経
済
力
が
下
の
二
部
落
が
平
等
に
負
担
す
る
こ
と
が

要
求
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
ま
で
の
政
治
的
経
済
的
対
立
に
加

つ

今
般
伝
染
病
予
防
費
ヲ
大
和
村
税
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ル
ノ
困
難
ナ
ル
ヨ
リ
、

分
離
経
済
致
度
旨
再
応
協
議
セ
シ
ガ
鶴
間
部
落

ハ
ニ
テ
ハ
法
律
ヲ
楯
ト
シ
、

徳
義
ヲ
捨
テ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
纏
マ
ラ
ズ
、
然
り
而
シ
テ
、
本
年
八
月
十
四
日

ヨ
リ
十
六
日
二
至
ル
三
日
間
、
汲
田
検
疫
郡
書
記
及
ヒ
大
和
村
助
役
二
見

斉
次
ノ
両
氏
上
草
柳
善
徳
寺
二
出
張
、
伝
染
病
患
者
収
容
所
設
置
ノ
件
ニ

（付
）
種
々
談
示
セ
ラ
レ
、
本
費
用
ヲ
始
メ

一
切
ノ
経
費

ハ
総
テ
村
内
各
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味
さ
れ
た
た
め
と
て
つ
も
な
く
増
幅
さ
れ
た
猛
反
発
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
予

防
法
が
町
村
の
負
担
を
明
記
し
た
の
は
、
本
来
負
担
能
力
に
限
界
の
あ
る
個
人

や
小
地
域
の
住
民
に
し
わ
寄
せ
が
行
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
そ

れ
は
前
述
し
た

『埼
玉
衛
生
雑
誌
』
の
記
事
で
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
法
の
予
定

し
た
公
平
性
は
こ
こ
で
は
地
域
利
害
の
代
弁

の
手
段
と
化
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

四
　
衛
生
問
題
の
意
義―
ま
と
め
に
か
え
て
―

こ
の
伝
染
病
予
防
法
の
成
立
を
理
解
す
る
上
で
、
第

一
に
留
意
し
て
お
か
な

け
れ
ば
こ
と
は
、
伝
染
病
発
生
の
実
状
＝
被
害
の
大
き
さ
で
あ
り
、
差
し
迫

っ

た
深
刻
さ
で
あ
る
。
有
名
な

一
八
八
六
年

（明
治

一
九
）
の
コ
レ
ラ
の
患
者
総

数
は

一
五
万
五
九
二
二
人
、
死
亡
者

一
〇
万
八
四
〇
五
人
に
上

っ
た
（１４
）。
一
八

八
五
年
藤
沢
町
の
あ
る
高
座
郡
の
現
住
人
口
は
七
万
九
二
八
七
人

（１５
）、
高
座

郡
の
人
口
が
丸
ご
と
消
え
て
し
ま

っ
て
ま
だ
足
り
な
い
数
で
あ
る
。
帝
国
議
会

が
開
設
さ
れ
た

一
八
九
〇
年

（明
治
二
三
）
か
ら

一
八
九
九
年

（明
治
三
二
）

ま
で

一
〇
年
間
の
伝
染
病
患
者
総
数
は

一
六

一
万
七
三
六
二
人
、
死
亡
者
は
四

六
万
四
四
七
三
二
人
に
達
し
て
い
る
（１６
）。
日
露
戦
争
の
戦
病
死
者
・廃
疾
者
あ

わ
せ
て
約

一
二
万
人
（１７
）と
比
較
し
て
も
、
ま
た

一
九

一
五
年

（大
正
四
）
の
横

浜
市
の
人
口
が
四
二
万
八
六
六
二
人

（１８
）で
あ
る
こ
と
を
考
え
て
も
そ
の
深
刻

さ
が
理
解
で
き
よ
う
。
因
み
に
こ
の
一
〇
年
間
の
患
者
数
に
神
奈
川
県
の
人
口

が
達
す
る
の
は
、　
一
九
二
〇
年

（昭
和
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
伝
染
病
に
対
す
る
治
療
法
が
痘
療

を
除
い
て
、
隔
離

・
消
毒
と
い
っ
た
消
極
的
な
方
法
し
か
な
く
、
地
域
の
積
極

的
な
共
同
性
発
揮
以
外
に
有
効
な
手
立
て
が
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
維
新
以

降
急
速
な
近
代
化
の
な
か
で
、
生
活
が
急
速
に
拡
大
し
、
特
に
食
生
活
が
拡
大

す
る

一
方
で
、
環
境
衛
生
は
そ
れ
に
伴
わ
な
か
っ
た
。
医
療
技
術

・
医
療
施
設

の
未
発
展
、
井
戸
水
や
流
水
に
頼
る
生
活
、
住
民
の
環
境
衛
生
に
対
す
る
極
瑞

な
無
知
等
々
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
伝
染
病
＝
衛
生
問
題
が
い
か
な
る
意

義
を
有
し
て
い
た
か
。
埼
玉
県
令
萩
原
汎
愛
の
次
の
よ
う
な
訓
令

（１９
）に
端
的

に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

赤
痢
病

ハ
病
勢
尚
ホ
狙
微
ニ
シ
テ
流
行
区
域
日
日
益
々
拡
汎
シ
為
二
幾
多

ノ
生
霊
ヲ
傷
害
シ
殖
産
興
業
ヲ
衰
碩
セ
シ
ム
是
レ
独
り

一
人

一
家
ノ
不
幸

二
止
マ
ラ
ス
国
ノ
富
源
ヲ
涸
渇
セ
シ
メ
延
テ
国
カ
ノ
消
長
二
至
大
ノ
関
係

ヲ
有
ス

伝
染
病
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
、
そ
れ
は
個
人

・
家
の
死
活
の
問
題

で
あ
る
と
同
時
に
国
家
の
死
活
の
問
題
で
あ

っ
た
。　
一
方
で
は
家

・
個
人
の
死

活
の
問
題
は
新
た
な
地
域
の
共
同
性
を
必
然
化
し
、
法
に
よ
る
保
護
を
必
然
化

す
る
。
他
方
国
家
は
自
ら
の
生
存
を
確
保
す
る
た
め
法
を
制
定
し
、
住
民
の
共

同
性
を
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
法
を
下
降
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、

地
域
格
差
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
政
治
的
に
統
合
さ
れ
た
町
村
は
即
法
を
貫
徹
せ

し
め
る
条
件
を
欠
い
て
い
た
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
契
機
は
何
か
。
既
に
報

告
で
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
（２０
）、
農
会
運
動
や
産
業
組
合
運
動
に
見
ら
れ

る
地
域
振
興
に
よ
る
経
済
的
統
合
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（１
）

以
下
埼
玉
県
の
諸
令
規
則
は
埼
玉
県
公
文
書
館
所
蔵
の

『県
報
』
に

依
る
。
『越
生
の
歴
史
　
近
代
史
料

〈古
文
書

・
記
録
〉
』
二
六
三
頁
。

こ
の
根
拠
法
令
は

「町
村
制
」
第
六
五
条
―

町
村

ハ
町
村
会
ノ
議
決
二
依
り
臨
時
又

ハ
常
設
ノ
委
員
ヲ
置
ク
コ

ト
ヲ
得
其
委
員

ハ
名
誉
職
ト
ス
委
員

ハ
町
村
会

二
於
テ
町
村
公
民

中
選
挙
権
ヲ
有
ス
ル
者
ョ
リ
選
挙
シ
町
村
長
又

ハ
其
委
任
ヲ
受
ケ

タ
ル
助
役
ヲ
以
テ
委
員
長
ト
ス
常
設
委
員
ノ
組
織
二
関
シ
テ
ハ
町

村
条
例
ヲ
以
テ
別
段
ノ
規
程
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
―

で
あ
る
が
、
予
防
委
員
に
関
し
て
は
町
村
長
は
議
会
の
承
認
を
受
け
ず

に
執
行
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る
。

)三[:
（２
）

（３
）
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（４
）

（５
）

（６
）

（７
）

（８
）

（９
）

（
１３

）
20 19 18 17 16 15 14 12    11 10

三
八
年
の
改
正
で

一
六
条
の
二
と
し
て

「鼠
賊

・
昆
虫
な
ど
の
駆
除

と
そ
れ
に
伴
う
施
設
を
為
す
こ
と
」
が
追
加
さ
れ
た
。

（　
）
内
は
三
八
年
改
正
に
よ
る
追
加

・
改
訂
。

第
八
条

「当
該
吏
員

二
於
テ
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ

ハ
一
定
ノ
日
時
間

伝
染
患
者
ア
リ
タ
ル
家
其
ノ
他
伝
病
毒
二
汚
染
シ
若

ハ
汚
染
ノ
疑
イ
ア

ル
家
ノ
交
通
ヲ
遮
断
シ
又

ハ
病
毒
感
染
ノ
疑
ア
ル
者
ヲ
隔
離
所
其
ノ
他

ノ
場
所
二
隔
離
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
。
八
条
ノ
ニ
伝
染
病
患
者

ハ
業
務
上
病

毒
伝
播
ノ
虞
ア
ル
業
務

二
従
事
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
、
前
項
ノ
業
務
ノ
範

囲
二
関
シ
テ
ハ
命
令
ヲ
以
テ
コ
レ
ヲ
定
ム
」
。

県
令
第
四
八
号
は
廃
止
。

『埼
玉
県
行
政
史
　
第

一
巻
』
。

明
治
三

一
年
九
月
五
日

一
六

一
号

　

「伝
染
病
予
防
費
の
負
担
に
就

て
」。
前
掲
書
注

（９
）
「本
県
知
事
の
訓
令
」。

「明
治
三
十
二
年
十
月
　
大
和
村
分
割
請
願
書
」
（『大
和
市
史
５
資
料

編
近
現
代
上
』
）。

一則
掲
童
日注

（１１
）。

「明
治
三
十

一
年
七
月
　
大
和
村
伝
染
病
予
防
諸
費
用
負
担
方
法
に

つ
き
決
議
」
、
前
掲
書
注

（１２
）。

厚
生
省
医
務
局
編

『医
制
百
年
史
』
資
料
編
三
二
頁
。

『神
奈
川
県
史
　
統
計
編
』
２
人
口
第
１５
表
市
郡
別
男
女
人
口
。

前
掲
童
日注

（１４
）。

遠
山
茂
樹

『日
本
近
代
史
１
』
三
〇
〇
頁
。

前
掲
書
注

（１５
）。

明
治
三

一
年
九
月
六
日
訓
令

一
一
九
号
。

「明
治
三
〇
年
代
の
農
会
運
動
と
地
域
統
合
」
、
『京
浜
歴
科
研
会
報
』

第

一
二
九
号
　
一
九
九
六
年
三
月
二
六
日
。
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